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譲’・．．
　　　・・＝・’＝、　　　　　　　　　　　　　　　　　’眉r　・’罰’

．水葎費ラ先人φ知二恵∵

　’1■亘虫’　　　・　　華’’’　’’　　！・＾．、’

．鷲卿卿咋身岬・；坪拝岬φ川＝Ig牢’・．

’禁甲牢峠畔1叩甲咋卒□干1・川苧く叩畔・

や岬卯叩畔←牢「1．卿・’岬国g卒1飾碑’
．は寧水をい牟1εゆ’フ≦工j。…二、，．叫≒1＝1乙流亨とよ（｝ヵとし、う．ε’

．．岬を叩苧←た1・∵．、曲，　一一、．一．．、、

　　　　　　　・』　山’・．

土蛆．叩届くよう．ε叩干岬乙？して乾

’セ本呵が拓か狐’へ9住Φ地域は砕写菰砂冠も

　出中　　　　　　　　’’　　　　・’　　∵’　　　．．’’1

．牢咋1∴午デ嘩甲1千砂描夜講

．・1・し’肺　　．’旋’1・

　　　　　　　　帖’’■　　　・’　　　正・帖．・’　’　　・　　・　■川

烹土：叩辛す1坪叩か干呼叩手叩て甲叩？牢．、．

岬甲の多い岬の甲腿干胴し雄を5苧岬叩
　でつくら’れ、・’平らな±地1εまで水田開爽が及二んだ頃1z．臥．

　　　　　　　苗■’賄碑流因つ尼右法が鮒1ε肌1られました1’肋＝担
　　　　　　正’j　．吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血・，’音

　ブくUlζ1奉鉄器が使冊されまし尼。鉄味5岬紀ζろ々ら多’．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　」司　■＾｛　　　　　　　　　　’L　　岨＾　　　　苛｛　　芭
　くつくられ雇尼め田づくりが進a、’武加乙よる支配が各地

　拮・ヨ　　苫■占ヨ…｛

．．．・…万・で急測ζ進みま・レ厚。．

す；長く雨のふらな

、水が蹄れています。．

葉でふ’わ耐’わの肚面

うく’りと’ll1之顔を出．．

［」＾

｝｝打

・’．月　　＝’・’・1’

　　　．．．■・’　　　　　　　　　　　　・虫よ・…躬よ引二咄

．・々新坤鴛響郡葉舳11・・午を庖め脅力

・！仰脅甲・・騨榊では一g…の坤仰幸

］■



『尼⑨池」加τ’書尼Φほ

uつご’ろ？

　＝　．；．．北

　古墳がっくられ始めた4世紀ごろから、ため池もつくられ

るようになりました。古墳もため池も、．大工事に」1ってでき
　　　・［一．」せ■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■・　■「

ます口鉄製の道具と多くの人の手、そしてそれらを指示する

カの強い者がいるからできたのです。

尼ω池阯つくつ尼社会

　ため池から、水をどこに、どれ

だけ配分するかはたいへんな問題

でLた。ため池から水を引いてい
　十　■一
る地域で、さまざまなルールができ、

ため池を中心にひとっの社会がで

きあがっていきまLた由

水を守る位事冒こ’書尼

　水を管理する仕事もできてきて、
　　　　　　　　　　　　■，1＝　千■1」
ため池の水を出し入れする地守、
　　　　　　　　　　上＝’’｛1■
水路の分かれる所には股守という

人もできまL．た。そして、そのひ

とたちをまとめて「水守」とよん

でいました。
　　　　　≒！、　　1．・　　　　　　　　　　　　　　　’■■．・■」．6…　≒

　今では、水利組合や土地改良区

の人たちが水を管理し、ため池を守っ

ています凸



r尼⑨池」1；、

何⑦尼⑨に砺るΦ？
　＝　　≡．，■，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＝

　古代から．人間は、生活の条件として水を求めて、生活や農
＝ヨ

耕に必要な水を大切にL．てきまL．た。

　川や用水路などにたくさんの水があれぱ、生活に必要な水

をいっでも使うことができます。しかし日本では、一年間に
　　　　　　　　　　　　　〕　せ’’」
ふる雨の量は多いのですが、季節によっては水が不足して、
．ヨ’’

干ぱつが起きることがよくあります口Lたがって、不足する

水をためておく施設として、ため池が必要なのです。

一Eくさ～砺る尼働池

　ため池は、今で毛全国にお」1そ21万か所あuます。とくに、
　　　　　　■　’亡　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　l1　山1・．ヨ’い　　　　　　　　　　」｝

雨が少なくて日照i」の害をうけやすい瀬戸内海えん岸や、大
’一’　　　　　　　　　　　　　　‘一■’］一一16’＝

阪平野から九州北部にかけて、西日本にはたくさんのため池

があ1」ます。今では、農業用水に使うだけでなく、公園や人々

が水に親しむ場所としていかされています。

唾水量平均値肺…〕

昭和r‘年…4E年嘔i年剛

t←＃　1月

■一島　亜

骨一曲右
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水をUゆ～加～さ口る

リリイク10される農業用水

　地球は「水の星」と」：ぱれています。雨や雪として地上に

お”た水は、川や地下水になって海に流れ、やがてじょう発

して雲にな1」ます。．人が利用できる水は、地上から海の問の

ほんの一部にすき｝いのです口

　日本の1年間のこう水量は約1800㎜皿ヒ多いけれど、季節に

よるかたより毛大きいのです。それに、島国で急な地形のため、

雨は短時間で海に流れてしまいます。そのうえ人口も多いので、

ひとりあたりの水は必ずしも多くないのです。

　だからこそ、日本の農業は水を大切に使ってきまLた。農

業用水は、．≡・った雨を有効に使って、不足Lている分だけを

取”こんでいます。そLて、取1」こんだ水のうちのおよそ2
一＝1．■　　　　’．，≡「

割を稲の戚長に使い、残1」は川へもどした”、地下水になっ

ているのです。おまHに、　　　　止仙抽1・！1

川や地下水に毛どる水は、

水田をじ．曲んかんしてい　　　　　告乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　刮卍■■’
くうちに、酸棄がいっぱ　　岨」咄舳岨・ヨlll

いのきれいな水になって

います。ですから、下流

では、その水を安心Lて　　　㌔．ノ　＼ナ　　　　　　　吾；
使う二とができるのです。　図原　　　　．』1
水帥、／／で水の／サ　」！一一ノノ



1一　■

L　眉’ヨ　呈～　　呵］

市皿村別Φ尼⑨池Φ数

　鳥取県には、大小あわせて1，236か所のため池があ

ります。

　大きなため池や、古い時代につくられたため池、そし．て

ため池が多い市町村を表にし．てみまし．た凸

　みなさんの近くには、ため池があllますか？

一度、地図で調べてみまし」＝う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名和田
　　　　　　　　　　　　　　淀江田　　　　4目

水在ためる量が多い主なため池
ユ　　止

…工戸時代以前1〔つくられたため池ω教

市皿村名 数量 生鮒鋤．
1－L「　　ユ ■　　　　、

会見町 呂4か所 地　屋　池
副］■　1一

赤碕酊 20か所 ダブ谷コ⊃み

H　　t’■ ■白　　’」］山

気高田丁 17か所 夫　堤　池
｛■　　　＾一i

烏取市 18か所 八　幡　池
⊥廿　　■ i＾　　　＾山

米子市 12か所 岡　成　池

　　　　　　　　　　　　　　　福部村北条田］

　　　　　　　　　　　　　　　　1日

　　日野田丁’㌔．．．

．・・一　　57

日南田］’’．

2昌o　　　　．一’

瞳出典「ため池台帳〔申国・四国〕平成筥年3月」

ため池の多い主な市田］村

市田］村名 数　量
1＝、　＾＾。

日南町 230か所

烏取市 229か所

倉吉市 92か所

会貝田1 日7か所

■1．，　1制

西伯田 日3か所

智頭田］

　2



掌習Φ遣⑨方 r尼⑨池」看貝掌百る時

ため池を学習するときは、次の点に気をっけてみまL．よう。

　　t，L，O’ヨ（　　　　昔⊥、　O

土地改良区φ水利組合⑦人1＝聞くボイコト

・調べる目的や賀問を、事前に手紙やファックスで送って

　おく。

・パンフレットや資料などがあれぱ、事前に送ってもらう由
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ」　．’’
・写真さつえいやインタビューi土、許可をとってからにする岨

・メモをもとに賀問する。

・テープレコーダーを用意し．、メモは醤箪に取il、話をよ

　く聞く。

雇働池1＝而呵1わる人物看調べ’る

｛図書館庖どτ尼碗池看調べると書ΦポイコH

・ため池は、いっごろ、だれの手に」1ってっくられたのだ

　ろうか。

1その．人は、どのような業績を残し．た人なのだろうか。

・その人がかつやくしたのは、どのような時代だったのだ

　ろうか。

・そのことが、当時の社会をどのように変えたのだろうか由

・その人の人なllをあらわすエピソードは、どんなことだ

　ろうか岨

ため池を見学するときは、次の点に注目し．て見ましょう曲

貝掌百ると害Φポイコト

・どうして、＝んなため池をっくったのだろうか。

・ため池が、なぜその地域に必要なのか。

・ため池のLくみは、どの」：うになっているのか。

・ため池の水は、どこから流れてきて、ど二に流れていくのか咀

・ため池の水は、1年の内でいっが多くていっが少ないか凸

・ため池の水は、学校のプールで伺杯くらいになるのか。
　　　　　」∫■■一一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．lr・一＝，

・ため池に生息する動物や植物には、どんな種類があるのか。

・ため池をっくるとき、どんな苦労や工夫があったのだろうか。

后働池看貝掌膏る晴Φψくそく

・ため池には、1人ではぜったいに行かないこと。

・ため池に出かける時は、おうちの人に行き先を必ず伝える。

・．大雨のあとは、ため池の水が増えるので、ため池には近づ

　かない。

　　　　　　　　　　　　■一・，’。．’，
・ため池は、おとなの．人の身長」1り深いので、ぜったいに泳

　がない。

　　　　　　　、　i’■・
・ため池にある機械などを、かってに勤かLたllLない由
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　　拮
　漏れる水加湿原を守る

　　唐川湿原を流れる．大沢用水路は、上流の

　．大沢池から山際を流れるお」1そ2キ□メー

　　トルの土水路で、7ヘクタールの下流の農

　地をうるおLていました。Lかし、土水路
　　　　　　　　　』’　“　であったことから水漏れが多く、農業用水
　　　　　　　　　　　　≒！・■．」’i　　」・　一
　として括用Lていくには水量が不足Lてい

　きました曲その上、年々農家の人口が滅っ

　ていったので、水路を守っていくことが難

　Lくなってきました。

　　このままでは、土水路が壇まってLまい、

　この土水路から漏れる水で生亘Lていたカ

　キツバタがかれてしまいます。そのため、
　　　　　　　　　　一　　i「’］　　　　　一’・＝　　1．1

　農業用水としての機能の確保だけでなく、

　　　　　　　　　　　　　　　　1一・■■・，　カキツパタの生育も考えた水路の改修工事

甘　が必要とな1」ました由

　　そこで、湿原浦辺のコナラなどの林を湿

　原のままにするように、コンクり一ト水路
　　’。｛■’

　に穴を開けてわざと水が土にL．みこむ」＝う

　にして、カキツパタの湿原を守ることにL．

　ました。

　　　　　　　　　　　　　」．！’｛＝，
　　この工事は、1995（平成7〕年から
　　　　　　　　　　　　　　　　＝∫’」・　1≡　≡1’’」
　　1996（平戒8）年にかけて、遊歩道の
　昔■■　山　　　　　　　　　　　　｝止

　・整備など毛併せて鳥取県が行いました。
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　　　　言助知固
・一　’・ユ・・』・・一・一一・一・・一…一・・」一一一一」一」・一一’・・一一」一一一一L一’」」一一」一」⊥」’」一uu山」一』……　　　　・・

机墨が子育てをす柚1その・〕

　　　　　　■　諦　　　＾L
⊃オイム，（弓L自仁、虫〕つ〔知つこ仁、害奇ガ由

　この虫毛、以前は水円や水仰⊥どんだ小」llなどでユく見かけま
　　　■」　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　一一止　　　　　．「一■　’＝．＝＝

Lた．梅雨仰二ろになるヒ，背中に米粧の⊥うなも田をたくさん
　　　　　　　＝．，’　．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　　■■一

乗廿ている旧で、興昧を持って家で飼育Lた毛のです。ふだんi土、
　　　．⇒’■『　　　　自■’＝

水草の陰に隠れていますが、時々水面に背中を出Lて空気にあて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三i　一■I≡　　　　’■I　三
ています。1o口もすると、親と同じかたち切小さむ幼虫が卵の中

から且」てきます。　「ワーイ、お母さんの背中で赤ち中んにむコた
　　　　』」■■　∫・＝■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’」　　苫

九だ」ヒ大喜ぴをLた思い出が由1」ますが、由ヒで卵を背負って

いたのi土雄だヒ知ってぴっく1」L．まL．た。

　　　　　　　＝　　i．■■
　タガメも雄が子守をLますが、コオイムシi土卵を背中に背負っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！て生活するのですから、羽を広げ君ニヒ屯飛、≡：＝ヒ屯てきず、泳

ぐ速さも遅くな1」とて毛大変てす。
　　　　　　　　　　　一　」　■　　，　　　　　　　　　　　　！．■；　’■．　｛　　　　　　　　　　　　　！、’＝．　『■　　　　　　　　　　　　」

　古い本を読んでいるヒ、煮都でほ■’昼飯持ち」　「飯盛1」」と［■乎

、≡＝ヒ書いてあ！」まLた。背中の卵の集ま1」を、ご■ん抽．に見立て

たのてすね。お屯L．ろい発想ヒ思いませんか。

　みむさん屯、白分むllの名前をつHてみてはいかがでL』う。

　　　　’■

㌔
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　　　　　　Lr…L「宮
今τ’壱残るr今市≡書とし』

　鹿野町から気高町に流れる河内川は、そ

の昔違坂・谷を流れていたと考えられていま
　　　i≒　　　　　　宇・・　！li。

す。　r掘れば河原の石が出てくる」と地元
　　　　　　　　　　　　　　　・｛一」　　　　．’＝！’　」、’．・
の人が言う」1うに、違坂谷は水の便が大変
　　　　　　＝｛　　　　　　　　　、　■’一

悪く稲作には適さない地域でした古滋矩は
，一’一’　j’．　一　一　　　　　．’’■，■　」　＝

水．不足を解消するために、ため池をっく1」

井手（水路）もつくllまし．た岨今でもその

井手は一番井手、二番井手、三番井手と呼

ぱれています但そして、大堤池に流れる井

手を三番井手と呼んでいます。

　鹿野町の鷲峰地内で、河内川をせき止め

て逢坂谷に水を引いているせきを、地元の

人たちは「大口」と呼んでいます口鹿野町
　　　　　　　　　　　　＝　■　　　f　　　．ぺ．■
今市の水田に水を送る、　「馬ノ池」という

ため池があります。　「馬ノ池」の水が少な

くなると、ひと月に4回「大口のせき」の

所で、一番井手に流れる水鰍再I＝1一一十1’’．’＝「・．．．

糸「1が今市の村人にはあ［」ま

　　　　　　　　　　　’］■・
市蕗とL．」といいます。最
≡一　　　　　　　　　・．■・　・．“■．，　　　　　　　　　　　」’一’＝

近では平成6年の干ぱつの　　拒、、　　罰記、¶
　　　　　　　　　　　　　Φ虫蜻1寸右’≒姜Lい士堤抽
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　　　　甘．一’i”
蝸上空i「ら且た大堤油とモ晒眉迎

　　　　　　　　　　　　　　　　　’］t・を行ったあとはため池に入る水は角内川だ

　　　　　　　　　　　’」」けでなく、山から流れる沢水毛入る」1うに

なり、水不足は解消されたということです由

　また、．大堤池から下流の水田のある所で

は、昔時計がなかった頃に、夜目月け前に東

の空にのぽる口帽星（金星〕が見えてから太

陽がのぽるまでの間、水を引いてもよいと

いうきまllがあったそうです。この制疲の

ことを地元の人たちはr目月星上げ」と呼ん

でいまL．た。朝の短い間だけ、水を引くこ

　　“筍とを許された制度です由いずれの制疲も、
．■一1i’il」

藍矩が新田開発を行った頃に決められた制
　　　　　　　　　・．’．’・
度です。現在でも、干ぱつの時には話し・合

いで、これらの制度を使うことがあるそう

です。
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　　　　1
　　々㌦虫の…1…ね？人のまね？（その1）

　　　　　　　　　＜タイコウチ＞

　　　　　　　　　　　　止！　タイコウ手といi宅前i土、錬のようむ形をLた前足からっけら

れ．た名前です。

　　　　　　　ヨ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’■■■　．＝　　　’

　私はこの虫を飼った二とがあllますが、むぜ「太鼓打ち」ヒい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’■’■■　■　’　　　　　自■＝う’〕カ’よくわオ、’］ま廿んでLた．　ヒ＝ろカ｛ある旧、水オ曹の壁をま
　　■■1　，．　’■’　　　　　＝　　　　　　　　　　＝　　．■一■，　　’

るて両蹄を張rて小．太鼓を打ち鳴らすよiに、パタンパタンと前

足でたたいてい若のに出会いまし．た．

　きoヒ、水描から一生懸命にはい上がろiヒL．ていたのでLJ

うね．私i土これを見て「太鼓打ち」の名前の由来がわかlj、どて
　　　　　　　　　苫・’］もうれLかrたこヒを覚えています凸

　　　　　　　　　　　　　　　　■．1■　ヒニろでムむさん、タイコウ手のお尻を．見てください。長い！
　　■，1■

本山針血よiむも呵が由1」ます拍凸なんだと．電いますか、実i土ホ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　■　≡　＝■　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　　i■．」■
中で生活Lむがら、外から空気を取i」．入れて呼唖す若大切む蓋官

な田です」＝。昔仰忍考i土、水中で’呼唖す石ヒき竹の筒をくわえ、

』オを水面に出Lて呼唖Lたといわれていますが、・今の私たちは

シュノーケルヒいi珀具を使いますね。　　　　　＿

　ひ上っヒLたら、私たちがタイコウ手切
　　　　　　　　　　■■■」　■」’］
呼扱湛にヒントを得て、竹拷やシュノーケ

ルをイ吏う⊥う’＝なったのかもLれませんね。

だrて、タイコウチの方が、租たち一：1」早
　　　　I；■＝く地球上に現れていたのですから。

　みむさんも構会が由れぱ、ぜひタィコゥ

チが呼唖Lている上うすを．見てください。

“一．＿一
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　　　　　　　　一1■’　工
　天神野台地は、目月治の終わllごろまで草
　　　　■■’6　　　“ヨ　ー　，』」＝，L

木のおい茂る雑．木林でLた口この広大な原
　　　　　　　　　　　　　　＾」一　　士　　・＿、・
野を見事な水田につく1」かえた先駆者が、
　　　’ヨr；由’　1’．　　ヰ・’“　一．「　＃■’・、！＝

関金町泰．久寺の山根愛吉でした。

　　　血田
愛吉Φ夢
　　　　　　　凸’⊥　＝一止・：，　　　　　　　　・．i止　’’’．・

　山根愛吉は、南谷村泰．久寺（現在の関金
　　　　　　　　　　　　i」．’・　」．．一．　i「・r　l一。し

町泰久寺）の人で、農業に大変熱心な人で

した。愛吉の家にはたくさんの田や畑があ

り、牛を飼っていたので絶えず米づく1」や

牛の飼い方にっいて研究していまし．た岨

　その二ろの天神野は、松林やところど＝

ろ日当た1」の」：い場所に桑畑や稀畑がある

　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　｛くらいで、ほとんどが広々とし．た．荒れ地で

　　　　　　　　　　　　　　　±．■、　　．’．⇒　　’■　’＝’≡1

した。愛吉の家も、この．天神野の七石ヶ平

というところに2，3町歩（ヘクタール〕
　　　　　　　　　　　　j’’　　　　　・＝｛　　」’
ほどの荒れ地があ1」、牛の餌の草刈1」場に

LていまL．た。愛吉は二の七石ヶ平で草刈

i」をL．ながら、　「この広い草刈1」場を水田

にすることはできないものだろうか」と考

えていました。そし．て、七石ヶ平の谷問を

　　一＝
せき止めてため池をっくることを思いっき

ました。LかL．、どうLたら水をためるこ

とができるのか分か［1ませんでした。そこ
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1二血ヨL’｛

入植⑦人々

　＝うして1921（大正11〕年には、

一番大きなエ事といわれた狼谷ため池｛現在

の通称大山池）の工事が始められまLた。こ

の頃の工事は、ほとんどが人のカで行われ、

　　　　　　　　　　　　苦石や土を運、；：時にはなわで編んだモッコや、

クワなどが使われまL．．た。エ事の費用は、

　　　　　　　　　　　　一止・■一お」1そ8万6千円（現在の金額でおよそ4
＾一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’一．　仙＝，

億3手万円）かか1．1，2年後に完戒Lまし
　　　　　　　　　　　！1　＾た。その後、1953（…召和28）年まで

に4っのため池がっくら杓ました。全部で

8っあるため池は、上流からの水をそれぞ
　　　　　　　　　j．’　　．一一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一一．．’’1

れ受け止めて、水を無駄なく使う工夫がな

されています由
　’‘」ニ　エ’．．’・　i’＝

　天神野への入植は1921　（大正10）
　　　　　　　　　　　　　　　　　二！1■．■毛
年から始まり、地元の．人たちのほかに西伯
一’止　　　　　」＝　　．’三＝．・’　一’一」　　　　　　　　　　　　　　　　中　　　i　　’’一・　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’一　　r

郡や気高郡、そして八頭郡など県内各地か

ら集まってきまLた。人々は、田んぽに稲

帥吉や も・こ1
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田んぼの虫

まね？人のまね？（その2）

、
㌔L

　　　　　　　　　　　＜ガムシ＞

　　　　　　　　　　，．■　　’’［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■［■’　！’■■　「　　　　　　　　　　　　　■■’

　ガムシは、漢竿で「牙虫」ヒ書きます．LかL戚虫ほ草食」性で、
　　　　　　，■’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　＝　1■■一；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　＝一

眉立っ⊥うな芽ほ持っていません．劫虫は肉食性で、フナの稚魚

なども鈷雀す若た出、するどい義（牙〕在持っています由

　＝れが「牙虫」の由来か屯Lれませんね凸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’　体冊；はゲンゴロウに叔ていま．すが、ち』っヒ衷わったグループ
　’i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■　｛■一’　■I’．■

に届Lています．おもL．ろいのは戒虫の呼唖法で、ゲンゴロウほ
　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I＝・」　　■“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I＝　　　　　　　　　　　　「

水中から浮き上がるヒき、尾瑞から上がってきて尾の先を実きだ
　　　＝’』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

L．て，固いほねの下に生気を取1」入れますが、ガムシほ水平に浮

　　　　　　　　　　　　　　　■’一。いていき、ほねの下i土毛ど⊥［」、膜にじゅうたんの毛の」1う杜も

のがぴっLl」ヒ生えていて、このすき問に毛空気を取1」込みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」一且　しかも、こ呵空気を水中で偉内に遥るときにi土、弁o〕ついた気
■　，　　　　　　　．＝！■圭　一■■　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　』　ヨ　　　　　　　　　　　　　　＝＝一

孔から蓮流L．ないように．、運動量によrて遥1」込んでいるのです、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一　こ中LほちJうど、私たちがアクアラングを使用Lて、ホ中に漕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’．’止るのヒ似ているヒ思いませんか。　＝れ屯ガムシやゲンゴロウを親

密Lて思いついたo〕か屯知中．むいヒ．考えてみるヒ、生物たち血持
　　　　r一■」．
つ知」恵に駕かされてしまいます。

　タイ］ウチやガムシは戒虫にむるヒ、地上でも生
　　　　　　　　　　　　　　　　■，　一，■・　　　　　　　　　　　　　　■＝由
きるこヒがてきますが、劫虫の時は絶封に水から離

れるこヒができません．
　≡　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工1≡　■5

　泣戸時代の本には、　「ゲンゴロウやガムシを醤油

で煮付1寸て食べるとおいLい」と書かれて’いますが、今はとて毛
’　　一，　■　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■「　　　■’

貴重な虫で数も減っておi」、俣謹Lてやらなけれぱな1」ません。

I　一
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　　　　　　　　　　≡1ヨ，　＝’．
　こうして1903（明治36）年に、た

め池のエ事を始めました岨慶次郎の弟、山
　’一，　　L　　　　　　≡’　　1］’一　　、　■二拮’＝L市

下斉治は土木技術者でした古斉治は慶次郎

と協カLながら、工事に関する技術や工夫

を村人に教えたと伝えられています。桐人

たちも、生活が」：くなることを願っていた

ので、この工事に大きな関心と期侍を持っ

て働きました。

　1899（日月治32〕年に、土地の区画
　　　　　　　　　　『！　　　　　　　　＝　｛　　、　　一■，　　■■　1j「

を整えることに重点を置いた耕地整理法が
1　＝i

施行されていまLたが、1909　（明治4
　　　　＝」〒　．1・」　　　’・■，　｛■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■」■’

2〕年の法律の改正によ1」、かんがい・排
『1．、　　　　　　　　卍＝，　　i一

水路の整備を中心に工事は進められる＝と

にな1」ました。また、地主たちが協同で行っ

ていた耕地・整理毛、組・合をっくって’行われ

　　　　　　　　　　古■■ピ
る」：うにな1」まLた出森藤村の新田開発も、

耕地整理組合に」〔って進められまL．た己慶

次郎は、その組合長にな1」まLた古

　工事は、ため池づくりと水路工事、そし

　　　　　　　　　　　　　≡一て水田づくりとため池からの引き込み水路
　　　　　　　　　　工・．1　■．
エ事の2回に・分けて、実施されることにな

1」まLた古

　水の引き込み口からため池までの水路づ

くllは、とても大変な工事でL．た。水を通



唯コ曲岨

土井世韮丁，苗占血士O昔皿t帥皿吊

辛皿■．占拮L『L『≡甘’

すためには、ため池までの途申におよそ5

0．メートルにお」1ぶ地下水路を掘らなけれ

ぱなりませんでLた。・今の時代では簡単な

工事ですが、当時は全ての道具が手作りで、
　　　　　　1ヨ　　　　吐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：r

人のカによる掘．り抜き作業は、現在とは比

ぺものにならないほど大変な作業でした。

　この工事には地元の村人、耕地整理組合
　　　　　伯」．’・　’．＝」　1．’一’二　　　　　　　　　　’・’＝　｝’’’1　工　申　　　　一十

．員の他に、岡山県からの労働者も加わりま

した岨その中には、工事が終わった後もこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1」’。・二
の土地に住みっいた人もいました。工事現

1－　　　　　　　　　　1．■．’　　1．‘　　　　　［’’1

場には、飯場も言員けられ、活気がみなぎっ
　　　　岨ヨ
ていたということです。
　■≒■・　　＝　　　＾　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■」．一　≡」

　慶次郎とひとっになって働いた地域の人々
　■」　！．」　≡　　　　1■」　　’’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭’1■r　・1’．

の努カの結果、ついに1912（明治45）
　　　　　　　■　’．．　■‘・「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’■一’＝　一』■・

年、l　o年近い歳月をかけてため池が完戒
　　　　　　　　　帥■・　　［　　■・■≒
しまLた。当時、　「日月治池」と呼ばれたこ

　　　　　　　」〒’’．，　！．1　’＝　■ヨ■、．・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’　　1　．≒．

の地は、今は「大法堤」といわれ満々と水

をたたえています。

畑を水田．＝変完る

　水田づくりとため池からの引き込み水路

工事は、ため池完戒の前年に開始されまL．

た。畑の区画は整理され、水路が取り付け

られまLた。二うして1912　（．大正元）
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蝋

　　　　ま助知識

　た曲地苗ピ、ホ血中に

ほ色々む水生植拙が生一軋

L．て　L、　ま　寸．　　こ　こ　τi．i、

⊥く見かけられ再柚拍荘

圭召介L圭Lユi．

池の植蜴
　呈

†T＃占

　㌔　　工　．■。吾’

　　プ■’

　’■・・土’’

干・i’f司’イ

．ヒ，ザグサ別培スイ　　　素’
　　　　　　　　　　　　　　L’
Lン旧カが」＝く知られて
　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廿’一’
いま寸．葉柵榊］中1．＝i．t、空気肥1亜路が．縦にむらんていて、蓋を’水中にr

　　　　　　　　　　　　　　　　　一．≡．けて禍晒切11口左強≒■央けぱ葉田表面から抱が．出圭寸．

■’、ス　抽田喋いた由ヒo虫切五rてい者さやo拙が埠椚童に似てい昌血’i、

ハ手スヒ叫んでいた田がハスにな1・」まし．た．地丁甚は、　レ｝コン占いrて

食用’．＝L土1■．史も’’睦」｛られます．

■オモダカ　クー川に似ていますが、イモが小さ｛て’佳用にはむ1ほせ九・。

　　　　　　　　　　　　　　『1ホ中1．＝曲苫葉’コ相1．’1太｛、水中i押さえ舌ヒ空気O〕抱が甘■者＝とから、ホ

　　’
中で淳一mに『．量土．てい者＝とがわか’］ま寸。
　　　　　　　　　■！　，　！　■．■’．　’　，　　　　　　　　　　　　　　　，

■ヒシ　ヒシ呵葉は、拙拙壮に水面に坤かんでいます．⊥一見君ヒ、井苗■1

帥葉田摘は長く内側のも冊は蜻．｛て、＝れが葉を水面に広げ苫州．＝世立r

てい土す甘また、黄山相切一部は埣童堪に屯rていτ、生気をた的辿んで

いま’古’．

■］ウホネ　水中に苗苫華はペラペラヒL．た揮い圭o〕て、ホ田上1．＝出τい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』』。■「■る葉1ゴサトイモ’コ⊥う屯謹に右r「＝いま寸．コウホネi土「1r1骨」て、拙’下

甚が骨田．．止引＝見主苫o〕で宅付吋られ土Lた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒　■　’．’．’．’　」　．，」■
■ホテイアオイ　■．ラォー一ダーヒヤシンスヒも呼ば十．、埋に揮舘色o〕美し．い

　　　　　　　　＝．一．」．　＝＾
花をっ■寸ます、南米掠産旧柚拍て、水i＝拝いτいるも田1ゴ葉柵抽が．士一ふ

くれて空凱を州1た浮圭1蛙ヒむil、湿拙で水田にじむ⊥う廿場所旧七州ゴ

坤圭壊が由ま1」提連L．土廿ん

㌧」」■■■．■■■■」■■■■」」■■
．φ
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由由左1’　　　　　　　　　　拮血r左　　］o昂　自　＾　言

大合池をつくコ尼展田ω入…工喜眞衝

　　　　　　　　　　　　　宇一■，　仙一」　I＝．i　「

　今からおよそ300年前、大山町の稲光
　’’」」．÷一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝“

や上万のあた1」の水宙は、水が・少なく困っ

ていました由長宙に住んでいた入江喜兵衛
　　　」」1’　．≒＝　　芋一

はこの水不足を見かねて、ため池をっくる

ことを思いっきました。

　　　　　　　　　　　h，　＝「i　ため池をっくるには、水没する土地のか
　　　　　　　1」。・’」　　　　’f■’■甘’「　　　　　　　L■’」　』’■

わ1」の土地を、藩に提出する必要があllま

した。そのために、喜兵衛は自分が持って
　　　　　＝．・≒＝r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i6’　　　　　　且

いた山林を提供する代わ1」に藩の許し．を得

て、1711（正徳元）年11月に工事に

取1」かか1」ました。この時にっくったため
　　　　　　　　　　　　　■｛’．・H．　古，．’・　　　　　＝’．’＝　　■，；

池が、長田集蕗から．東方向、現在の広域農

　モ■　咄　　　　　　　　　　　　　　　　甜＝一＃■＝

⑪店硅切一部廿見見孟大苗地

鰯



道そぱにある大谷池です。堤防の高さは9

メートル、長さが95メートルあ1」、198ヘ

クタールの水田に水を供給しています。

詰　　七Lr　　　　　　　　　　　　　　≡　　　二　　＾弄

犠牲と眉っ尼孫兵衛

　．大谷池のエ事i土、順調に進んでいきまし
　　　　　　　．中⊥　一■，　　　　．÷　　「

た回ところが、完成毛間近かとなったある
　　工’．　1’．一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．．」’」■一

日、事件が起きまLた由1712（正徳2）
　　　　　　　　　　　止■　。’■’
年6月26日、この日も汗水流して工事に
　　　　　　　　　　　　L’’　＾．r［
力を注ぎ、いっ毛のように昼’飯を食べた後
1＝」1　．；．　　　　　　　　　　’　　■

．人夫たちは土手の上で一休みしていまLた。

雑談をLながらい＝いの時問を楽Lむ人や、
　　　　．一．’・…・　一＝　　　　　　　　　　　　　　　　　’’一　＝

こかげで昼寝をする．人など各白が思い思い

に午前の仕事の疲れをいやしていまLた坦
　　　　　　　　！＝」’．．　　　　　　　　→」．■．　■」　一ゴ　」｛　　j

　この時、稲光村人夫頭の山根孫兵衛と、
　　　　　　　　　　　j．　　L止・　一＝「　＝’　’＝
工事にたずさわっていた普請奉行との間で、
　　　　　　　　　　　畦コ
水路のことにっいて口論が始まりました。

孫兵衛の言い分が明らかに正し．かったので

すが、あとに引けなくなった奉行は、っい
　　　由　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　’i

に刀を抜いて孫兵衛を斬11付けました。孫

兵衛は多少武術の心．得があったので、そぱ

　　　　　　　　　　　1』｛にいた人夫に「てんびん棒を取ってくれ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　■’「」　仙’⊥
とたのみました。しかし、人夫たち毛突然

の出来事に驚いてぱか1」で、誰一人とL．て
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　　　　　　　　　　　　　　　．・」　．＝’・「　　！’　　i
た。その後人々は二の水路を「稲光井手」
　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　一’■’

と呼ぴ、稲．光の孫兵衛が犠牲になってでき

た水路だと伝えていきました。

　圭’」寸1．，

軸満剥描田柚尾弛

吾「　届　　　　　　■Lr　l≡ヨ｛ヨ目｛

松尾池Φ堤砺増築
　　　　　　＝ヨ　ヂヨ・’。｛
　松屍池は、孝霊山の北西の．玉、もヒにある、
　　　士’　＝　＝I．＾・　’　　■・　■＝・　　　　　　　　ヨ，　’1　　　　　　　　’・十　1■

現在の妻木晩田遺跡の東に位置する、汗入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　畦j
西部の地区をうるおすため池です但ため池
　≡’一’

を築いたのはおよそ300年前ヒいわれて
　　　　　　　　　　‘　「1一　　　‘I」L
いますが、たLかな記録は残っていないよ

うです。

　　　　　　　　　　　　　　一1’」1　1792（覚政4〕年に大干ぱつがあ”、

　　　　　　　　　　　　　．’’
ため池の下流の村々の’稲が枯れてしまいま
　　　＝　　・、　　　．＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一■・　1』1

Lた。喜兵衛は松尾池の堤防を高くして、
　　　　　1’■．■’1　　　　．＝．

ためる水の量を増やすこヒで、干ばつから

圭苦＝肝■　口苗世o1

睨市血庁11咀」山一刊．早珊皿．士山冊．

岳■昨皿「一剖正耳■占回比‘■．，’■」正．．



　　　亡…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　，．’　　　　　且

村人を救おうと、蒲の許可を得て工事を行

いまLた由
　　　　　　　　　　　　，1＝　」一．’・、　　＝　　｛』　＝」1　　　　†…

　工事中に、人夫であった．谷上小三郎、山
ヨコ　　＝＝　　・㌔　　．＝　　　　　・＿　山＝　一一　　’’＝　　三’

根多兵衛、清水六兵衝の3人が、くずれた
！’　L，．　　　・’．∫　　■’．　　　　　　　　　　　　L　一ヨ’］　　　　　　　　　　　　＝「　　・＝

土砂の下敷きになって死亡するという事故
　　　　　　　山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1・’ヨ’工‘」．

が起きました古亡くなったヨ人は人柱とし．

て、エ事にたずさわった．人たちに」：って、

池が見わたせるほと1」にまっられまLた。
　　　　　　　　　　’’　刊！’
その後エ事は完戚し、犠牲となった3人の
　　　．’｛　＝1．，　　　　．＝I」’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一＝⊥　　ヨ’

事故を後世に残すため、18ユ6（文化1
　　　　＋；　■■　　　　止

3）年に石碑が建てられました。
　　　　　　　　　　　　j－1；　［　ところで、当時の村．人は、苗字を持つこ

　　　　　　　　　　　　　　‘　　㌦　　’とが許されていませんでL．た。喜兵衛をは
　　　　　一＝　’　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’　　＾’．　　三

じめとする拳行に殺された孫兵衝や、人柱

として犠牲となった3人に苗字がっいてい
　　　　　　　＝］　仙≡　　　’＝＝
るのは、多大な功績を残Lたたll、犠牲に

なったりしたことなどから、藩の許し．を得

て苗字が付けられた毛のだと考えられてい

ます。



　　　　　甜品圭■L　　　1’」上
上空士唱屈た士昔抽と杣属1廿

＾’出一

　■」・』≒一iヰ

盟岨硅帝竈か宝た水圧

■■
　
．
■

1
．
・
’
■
1
≡



　’I　　．一’

ヂ　　■　　■
　　■
　　し “． 言く」

水の中を探る

〔その2）川の植物

　川晒中o］植物I土、体左柔らか｛Lて流れに珪らわ打い⊥うむ笹をL．τい
　　　　　　圭．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＝

君もの中、葉や基：＝空気o］部届をつ．（rて、水中に浮きやすくLてい苫も

切などが由ilます．圭た、全魚干り亨カを飼rた水捕に、水草を人れ吾田

i土むぜかを考えてみまL上う‘

■マツモ

二11111111∴ll∵マツモヒ同じ、うむ／

i
■

l
l
l
≡

場所に生えま’す．．豆、小さ屯白い花が咲圭土す由

■ウ□モ

　　　　　　　　　　　　’一・　廿、L．流→／。田由呂　ヒ　こ　ろ’＝、　群由｛って生主　ま寸o　花1ゴ旧～O月一．＝　　1！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝1咲き、口o当たるヒころで茎を切苫ヒプクプグと抱が山てきます．

、

ノ

■昌スオオバ］
　’j　　　　　　　｝．

　港くて、泥晒．争いヒ＝ろに生えま寸．茎がむく広い葉が水中に
　　　　　　　　　　　　’」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’＾＾
広が1」、豆にな苫ヒ水切上に伸ぴた花田桶田上に、由く少し．紫が■

かrた花が喋きます．

㌔N． ＝二・一・一二一＝＝二＝二一＝一、一一一一一＝T＝ニノ
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甲血■’」　　■■’」1■’＝u＾　　■ヨ■‘

冊売棚也大明神晒祠

　　　　＾一’　…’」　　　　．’≡1，』一」　「　1’’．　　　　　　　　土．．

らたかな赤松池．大明神にお．参りL．

たところ、女の子が産まれお初ヒ
　　　　　　　　　　■■．1］■」’一．．

名づけました古お初は評判の美L
　’．’’一旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亘’．1．・’」■．’．‘」．’｛

い姫になりまL．たが、松平候の目
　　　　’一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　，　1．1’・「

にとま1」妻にほしいと要望されま
　　　＝■』　　工．1一　　　　』＝．’＝

した。藩主の願いはことわれない
　　　　　　■．一・
　　　　　　　　　　　こヒにしので、両親はお初をお城にあげる

ました凸これを知ったお初は悲しみまLた
　　　　　　，」　　　　　　　　　　一「一■」L

が、　「お城に召す前に、私が生まれるよう
　■’i■

に祈っていただいた、赤松池．大明神へお参

11させてください」と願いました。

　赤松池．参りの日は朝から晴れわた1」、池

は青々とし．た清らかな水を満面にたたえて

　　　　　　　　　　　「　　！』
いまL．た。地のほとりで乳母が「お嬢様、
　　　　　　’’’．＝」
：の池の水を髪にっけれぱ美しい髪になり

ます」1」といいました。いわれるままにお

初が池の水で髪をすいたところ、ひとくL

すくごとにだんだんと髪が長くな1」、みる

みる水面をはうほどになllまLた由やがて
　　　　　1．≡’i
お初は岸を離れてするすると水面を歩き出

し．、とうとう池の中心まで行きっきました。
　　　　　　　　≒’≒　　≡’一’　’

すると、とっぜん大渦巻きがおこり、お初
　　　　1．≒’　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾止1　　　　　　廿一．1・

は水中に沈んでLまいました。驚いたお侍
　　　　　　　　　　　　　　　＝’」’や乳母は「お初様、もう一度その姿を見せ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’i’iニユ
てください。そうでないと、帰ってお殿様

にもうす言葉があljません」と祈ったとこ
　　　　　　　　　　　　一’．■．．ろ、’毒’ぴ大渦巻きがおこり腰から下をヘピ
　j一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾｝・

に変えたお初が水中から現れました凸そし
　　　　　　　　　　　．一■・工’・．・　　　　　　．一i　’，。

て「私は、この地にすむ大蛇です。頼母が
　　　　　　　！一’
あまりにも強く願うので、　Lぱらくの間お

初に姿を変え、人の世に身をおいていまし

たが、今もとの姿に1帰るときがきました。

長い間育てていただきありがとうございま

Lた。＝れから先、私に祈1」をささげる．人
　　　．’・甘■．■　　　　　　　　　　　’．≡」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■」

には、必ず幸福を与えましょう」といい残
　　　　　　1■＝’　　　　　　　　　　　　　　　　山：■＝

L、水中深く沈み二度と姿を現しませんで

Lた由
　　　　　　　」・＝　＾　　■．　＝．一　1．11．■　　　　　　　　　　　ユ’ヨ　’＾

　それよ1」後、松江市北堀町にある松浦家

　　　　　　　　　　　　　，1一］rコ
では、お初がヘピにもどった旧．暦6月18
　　　　　　　　　1　！■　　　　　一一　■　’■　．＝「

日には、大広問に8枚の．屏風を立て、たら

　　　　　　　　　　　　　　ir’’’
いに水を入れておくと、お初が訪れたLる
　　　　　　　　　　　　　　’一■咄
LとLてたらいの中に多くの砂が沈んでい

・’．■’

佃幽声＝1l11…聾1燃1111．・蟹細、蛙’

　　　　　’■■1，［■．＝咀’，，olll」宙＾二　　’■，’血！・・≡o■’■＾■，’！＾
　　　’＝’　　　　　　　　；・一■＝＾工・±■o■‘’；　．’一■tj」■，‘・！1＝一i‘・
　　」・　・　　　　’＝！＝．｝、■■■’甘．■！■■’ヨ⊥　　1咀■一！■，＾咄■■■■・＝■・一肚

　　　　　正’」＝、　　刊i，、’」
甜赤柚拙田前に由君伝説皿甜明



たといいます。
　上’・三■」　　　　　　　　　　　1ヨー’．1’」　　　　　　　　＝．⊥　，．■，　　　　　　　　　　　一ヨ’」

　赤松池にある祠にはご神体としてお初の
｛’＝’

像がまっられており、赤松神社では同じ目
　止■，　’＝，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1‘li

に例祭が行われています。お初は今でも龍
L．＾　　　　　　　　　　　　工．．＾　．＝’11

神とし．て信仰を．集め、幸福を願う人や雨ご
　　．5　ヨ■一。

いを祈願する．人々が遠方からお参1j　Lます。

　　　　　　害≡冒…
涜松池Φ堤砺増築

　水のかれることのない赤松池ですが、下
　　　　　　　　．；．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τい　1」，

流の水田の面積が増えたことと、堤防から
“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．，一．’’・’’一

漏れ出す水の量が増えるにLたがい、地神

様に工事の安全を祈って堤防を改修しよう

というこヒにな1」ました。
　　　　　　■．」」　ト
　1943（昭和18〕年に行われた工事

は、堤防を高くする工事で大部分は赤土の
　　　　　　　　　　　　　　　　1∫⊥　1三’
作業がほとんどでLた。幸いに工事現場の

束側に、赤土がたくさん取れる鍋山の一部

　’止　1’＾

で運搬Lて昔ながらのた
　　　　　　　　　　畦j
たき石で突き固めました。

そのために多くの．人のカ
　　’」　　　　　　　！］」’

を必要とし、近くの田丁や

村から．大勢の人が工事に

たずさわりました。毎日、
　　」一L，■。旧≡
⑭平曲晒曲蛙両田赤拙弛

鰯
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ヨ卓」

水の中を探る

（その3〕川の魚

　」llやた由油には、抽・勒た吋iむ≒生勒・古生」邑し．τい．圭寸。＝＝iは，。み廿さん

　　　　　　　　　　　　　　　・・＝．｝’．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　■’．，ヨ■，　　　　　　　■一　’’一

田学抽田士わi」で』｛見ら十1。｛苗左辞介L．まL⊥㌔土た、主暁に苗圭捕埠Lτ

固に色を埜’てムま［」⊥『．

■ヤリタナヨ’

■ウθ’イ

■ナマヌ’

ト

■．垂ま十1。士寸．

＃脳ト砧。niで、毒、堪椚咲に榊碗赫はLく杣1「柑　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　■1』」ウゲイ］と叫i舳τい主す．・桂刷・＝右1」ま寸帆小」冊が・争い刷で

・赴ぺ苫と彗抗左．つ1オまし．⊥う．

　　　　　　　　　＝＝■’』　体丑1トヨロロ］1τ、助魚帥時i加びげ州ホ舳土’…’か、伸長が

績鍵二・肋」11榊川司一に芒．■］1’寸’・苗・主に舳」小苗由烹二ま’七

　　　　　　　悼I弍由苫拍壬L’王’いτ」’1瑞ま一．i＝≒い＃．i’‡‘　「｛里冊」＝「仰晶塙」　と

　　　　　　　いわれています市，池壮ピ1．＝七生．」畠し．使用i＝肛■」ま寸一■

　■コ　イ　　　　＃岳が日O01r｛？O■皿1二打iL　色師っいた排鯉や掛仰少占1いトイ

　　　　　　ジ盾と・田珪撞柵1」±寸。古けら＝募い山・い鮎して曲

　　・・1一．曲ぽ■」」ヒし．τ生由泳いたll，r蜘1油州王1」」帥抽むピに抽且哨．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾乱　　　　　　　τい土寸が、生曄に抽珪・田1王苫’］は趾・巾一ナケ，マ．ユ｛ピで睡に岨

　　　　　　　」無ヨ・里で†。

　　　　　　　　伸長！トヨOO11］て，睡に⊥＝拙τいま寸州］ひi干ほ舳圭せ几．

　　　　　　　ゲ｝ゴo■ラプ十中ギンプ十むと’呵租揮が由1」ます。一キに一苗た

　　　　　　　出地田、北左抜｛ヒ…に、岨か岬魚と二繕！＝たくさ一、晶荊ま寸，

■附昌ウ　　lO本伽］ひi，’由持＝・rトユ；‘1l1’湘長い拝，で，也刷＝打■」ま’司’・

　　　　　　　　　　　　　　，」j・1・　　　　　」．＝　・，　　　　　　　　　　　　　　・■一1

　　　　．巾　　え正。苗吋て屯＝鵬iも呼1埋L、プ＃・｝と抱を出す価で■ド’’ウ
　’・・㌍．＝掌里哩

　　　　　　　は屈を＝＝」ヒいわ甘’1．て1一ます．小」1「壮ピ1・＝たくさん．見られ土L

　　　　　　　た芹、量近ては据靭1制肺と’：＝．．川ヰ冊苗1ゴ少壮は一・τ’Lま

　　　　　　　いまL』

㌧■．．．＿．．．」

鰯
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⑭距荏田岡屈原

詞i■眉o　lヨE

岡戚原Φ今13昔
　［■■．i　’」’・　1」j」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芋十　1．」　」　　　　　　　　　　　　　　　　・，　［．1’］

　百塚原とは岡成原の総称で、100以上
　　．；．’　一’’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛」’＝　一’■．’・

の壬墳群があったのですが、土地の造戚や
j’い　　」一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＝　　．≒・⊥

開墾などで今はほとんど古墳は見あたuま
　　　“■．’．　工’　　　　、’且　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一H

せん。明治の．末には広々とした原野は、陸
＝’⊥　　　　｛⊥1一一’「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止■■工一’’＝ユ＝1　‘

軍の演習地ともなりまLた。大正末期に米
　　　一’■　Lt　■≒’止　　＝　’’＝

子市の倉敷元次郎という土木業者が、岡戒

原を開墾し．．本官」：1」水を引き水田をっくる

計画を立て、多くの人夫を入れて工事に着
　　　　　　　　　　工　　三，止　・三「一．　　　　ヰ　　十’r

手L．まL．た。しかし、資金難で挫折し、水

田は実現LませんでLた坦その後、開墾地
　　　　　　　」’i　｛．’・　　　　・1；』・　・．一■．，　　一　　　　　　j　j

は桑畑とな1」、養．蚕の全盛期を支えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　二f　　＝．・’　　・“
大正末期から昭和初期にわたって、箕蚊屋
　」、，．，．．．・．・．　。．．，｝．＝，」」　　　　　　　　　　嵯コ

（併合）青年団の運勤・会や箕敵屋小学校の

　　　　　　　　　　　＾・．・∫止
合同運動会が、一番広く平坦な場所で行わ

れていまし．た曲



　チ■．二」’　　　　　　　　　　　　　　ヨ＝一・＝．’一；」　　　　　　　　　一’’’1　工’　　　　■　’；’＝

　大正10年頃、．大神⊥1神社官司の子息を
山．’＝　i「　　　　　　　　　　　　＝』一

長野県から招いて、当地方でスキーを学校
　＝！’　止

の生徒たちに孝黄えたということです但当時

は、竹を火であぶ1」スキーをっくって使っ

ていまLたが、やがて子ども用のスキーを

っくって売る店ができました。・今のような

立派なスキーではありませんでしたが、広

く平坦な運動場の岡戚原は、小学生たちが
　　　　　■。r＝　　　f‘

すべるのに最も適したと二ろでLた。
　　　　　　　　j一屯j．　　　　　　　．■≡■．’・　仙。・二

　現在、岡戒．原の南側は大山道路がっくら
　　　　　」，　1一．■

れ、交通の要所となっています。

甜　拮血「」』ヨ

尾高城と岡戚池
　　　■山　　ゴ　　．一一■・　仙一」

　．県道米子大山線の入1」口南側にある丘陵

地は、その昔、尾高城があったところです。
■」二　．」一　　　　　　　　　　　　1三」　三　　　　，．l　t一’・　　　　　　　　5」！’

戦国時代に西伯考の拠点として最も多く戦

いが繰り広げられた．所だと伝えられていま
　　　　　　　　　＝肚　　＝　　；」。　・’」、　・’…　＝’’＝　一≡．≒　　工

す。その一角には、米子勤労総合福祉セン

ター米子ハイ’．ンがあ；」ます由尾高村（現在

の米子市尾高〕は交通の要所であ1」、右大山
　　　’。，山　　1．一　　　　　　　≡．、’　　　　　　　　j一」■．’’

道、左因幡道と刻まれた道標が今でも立っ

ています。

　尾高城は誰が築城Lたのかわかっていま
　　　ヰ’；　■＝．＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■二■｛　工■6

せん由応仁｛1467年）の頃、城主であっ

顕1



　　　　　　　．一ヨ　」．’．・　」．‘　　＾一1　　　　　　　　七　＝　　■．■　　■■一　一’■．’　　　　且⊥

たと伝えられる行松正盛は、毛利元就の援
■＝■　　　　　　　　　　［‘」、L

助もあ1」ましたが病．死してLまいまLた。

尾高の地は軍事上重要な所と考えていた毛

利元就は、重臣であった杉原盛重を城主に
　　　f『　．一．1．・　　　　　　　　　　　　　　　上≡　　．’．　　一’’．　　　　手・、’

おき、敵対Lていた尼子軍に備えたという

二とです。
　ト＝一・　一　！1　　　　　　　　　　　圭．’■　．’’≡，’．

　岡戚池は、室屈丁時代に農業用のため池と
　　　　　　！。　　j．
して、村人の知恵に」1ってすでにっくられ

ていたと考えられています。江戸時代中期

に・発刊されたr天満鎌倉山合戦記」に、r山

の下側に大堤をっくって満水にして、散が
出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一≒’　　　」・＝＾　’’

攻めてくれぱ堤防を崩L大水を流L．て敵を
．、．・　L

退治する」と書かれています。しかし、こ

の合戦記は伝承として残されているもので、

実際に戦いはなかったことが今ではわかっ

ています凸そLて、この合戦記がもとにな
　　　　　＝■・！．，　■一　、　　　　　　，■」■’・工　日　’＝

1」尾高城を外敵の来襲から守るため、急い
　　　　■’一’1
で3日3晩で岡戚池をつくった＝とが伝

わったと考えられています。
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　水血中1．＝毛、いろい巧む動拍や柚抽が生尭しτいま寸．モ椚他に七＝ん
　　　　　　　■止　ヨ虫｛j工■屯ヒ’田｛中間七、　」1コ干］た＃］j也屯ピ’」‡卸苗苫ヒころて生息LτL、ま≒’．

伸岳o］小さ’い生物七いま寸が、体肥rい1や生括切⊥う寸を、睦上冊生圭

屯田ヒくらぺ■〔山土L上う．　　　　　　　　　　　　　　　．．．＿

＝㍗鷲㍗㌶：隼；葦筆∵票ぷ期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■r　　■’’　」’．鹿冊先で水を執むと．哩っτい苫んもい土す。珪帥■ゴユO」月丁句～⊥⊥月：＝行十〕

　　　　　　　　　　　　　」　，．一」■I＝
れ、肺o〕ままで冬を蝕［．．ます．劫虫はヤゴヒ呼ばれ、ホ頸中でポウフラ｛」

，・　＝’一

推苗左捕ら主て也ぺます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’■．j，　　　　　　　　■アメリカザリガニ　．大正10年i＝苗用ガユル〔ウシガ
　　　　　　　　　　　　．＝｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’■’■，・，

　　　　　　　　工」レ〕　山餌ヒL．．て、　アメI」カ土「ら鞘ヨ入Lた手j切が肩本

　　　　　　　　各拙に広が1」土L．た．雌1ゴi月1・＝む苫ヒ、．眠にた｛さん

　　　　　　　　　　　i’’’　　　　　　　　価肺在抱主ています由卵がふ化寸岳ヒ小さむ赤ち干ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＝　’＝一・　　’，　　　　■’■冊
　　　　　　　　がホ中1・＝飛ぴ出L．ますが、危険が抽毛ヒ景早く拮母さ
　　　　　　一．i　　　　＝
んo〕臨冊丁に描！」込んでLまいま’士．

■カブトエビ　花着田竺董五やカプトガニに’拙た体長2山ヨO1i1田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一＝
小さむ勒拍て、石別＝田抽主田牌わつた．ホ剛・＝現れま寸．ユケ月
　　　　　　　　．」■．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』、　　　　．■’’一

ほど田命で、ホ中在激L．｛泳玉杜がら草田芽や植甚査ぺ苫oで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1j，　1」」」昔から■草取1」虫」ヒ叶ぱれ、カプトユヒが芽い年は豊年に

む君ヒいわ｝1．、坦「1培「豊年エビ．■と七ヰぱれてい土す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿■■　　　　　　　　　’＾　；■■■
■ケーンゴ□ウ　小さ廿苗巾小勒拍を苗ぺ君肉・食性田水生昆虫で、　　　　∫
⇒’一■　　　■一」「

固い羽椚下に空拭をたくわえτ水中1・＝七く一’」ます。

■クニ三’　食用ヒな者巷き．貝て寸が、農薬て少なく仙」土Lた．

　　　　．亨ニシi土春から柑にかi’Jて、肺ではなく小さむ貝がいき担1」連ま
　　　　　　　　　　　．「’」　、’」
　　　　れて圭圭寸’コ■E観掛Lτ山まL上i’
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　　　　　　　　　　　止ヨ1ヨ｛　　　　冒L■O
新uu晴代⑰農業看o■元る東個農業加利事業

　東伯農業水利事業は、鳥取県中部地域に
“’＝　　　　　　　　　　　　　　．一一’　j！’＝」」，　　　　　　　　　　　　　　上一’　j＝、」’＝

屈する東伯郡大栄町、東伯町、赤碕町の3

町およそ3000ヘクタールの畑地かんが
　　　　　　　！弓　≡・一ヨ　　　｛一　■三

いと水田の用水補給を目的とLて、］97
　　1．』」　’」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［1　　工

9　（昭和54）年度よ1」実施されています。
　　　　　　　　　　　　　　　’　．一＝■・
この地域は西日本でも有数の農業地帯で、

　　　　　　　　　　　t止・」’■・
古くから畑作中心の農業が展開されてきま

Lた岨しかL農業用水にっいては、畑はそ
　　　　　　　　　　　　　　圭・・’］　．一
のほとんどを雨水に、また水田は勝田川や
’・　一　　、　．｛’］　　　　　　　；。■」」！．1・一’一■・　　　　　　　　’’■。・一．＾・

加勢蛇川などの表流水を主な水源としてい
　　　　　　　唯コ　ー一』．r　」・．，一i　　　　一」」い

ました。そのため、常に干ばつの脅威にさ
　　　　｛．・　　　　　　　　　　　　　　」’・＝　！．1　　　　≡＝＝，　’一

らされ、永久的な用水確保の対策が要望さ
　　　　　　　　　　　　　　1’」一，」’’1．、’一．．
れてきまLた。そこで、勝田」1「に船上山ダ
　　山，，．，。，」、．．．．、一、」H．。。，、　．、∫．ユ、　　　■二．．．鞠

ム、洗川支流倉坂川に小田股ダム、由良川
　　1＝＝　’」j．’　＾　　■一「

支流西高尾川に西高尾ダムの3っのダムを
　　　　　　　　　　　　　　・i　i．＝’。r，・r　　ヨ；ヨr
建設するとともに、勝田」r「支流矢筈川に大

」，　　；　，　1．1．1　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　工’’

父頭首工、加勢蛇川に矢下頭首工を建設L．、
　惟コ　　　．　　　　一一・’　　．’．’］　　　　一，止　　＝■’「

これらを有効に連結することに」1って地区
　　　　　i．■’r　■］
内の農地に必要な水を確保し」1うとする計

画が立てられたのです由

鰯



L血ヨ！Ll　｛　⊥r吉

集水図域がせ毒い西高尾8一＾

　西高屍ダムは1，983く昭和58）年に
　　　　　　r“一■．■・　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．・1．■’’r

工事用道路に着手L，10年の歳月とお」：

そ］．ユo憶円の費用をかけてユ993　（平

戒5〕年に完戒Lました。西高尾ダムは口・ン
　　　　　　　　　■≒■・　＝一
クフ．イルダムという型式のダムで、土と石

をっきかためて積み上げてっくられました由

ダムの高さは46．2．メートル、長さ237
　　　　　　　　　　　　　　・■r　■一1
メートルあ1」、お」：そ20］．万立方．メート

ルの水をためる＝とができます。
　　　　　　　　一．■≡　｝■」
　しかし、ダムに直接入る．水の区域が1．2
」、■，　咀　，

平方キロメートルしかなく、ダムを水でいっ

ぱいにすることができません回そこで、水

の集まる区域が26．3平方キロメートルと

広い加勢蛇川上流の矢下頭首工で水を集め、
　　　　　市」o■≒■’

集めた水を直径お」1そ1．35メートルのパ

イプで西高尾ダムに送っています曲
　　　　　　　’■，　一上一七　ヨ止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ’■

　このように、大山山ろくに降i」注いだ天
』コ⊥

然の水を有効に使うために、3っのダムだ

けではなく2っの頭首工で水を集めダムに

ためておきます古もちろん、川に必要な水

はちゃんと川に流し、それ以上に流れてい

る水をダムにためていきます。

’一一’「k川’一一一一．．．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

．上
■
’
i
’
’
’
’
’
■
I

r平方キ□メート」」 i　k［
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襲’

抽（　　胴o

π三⑨；也σ）L、ろL、ろ噂毛曼害o

　尼め泄の永は、ふだん水田や㎜1こ使う農業冊水1こ便’

　　　　　　　　＃　　幸［、　　　　　　　　　　　　　蓼’・ヨ　　血　　　　　　　　　　　　　　占u　血1・1

われξいます瓜火災の晦1こは肪火咀水1乙、災害の時

1εは生活用水として使われること．があります。ま雇、

　　　　　　　　　吉出六雨φ瑚こは、山や沢ヵら出てさ厄水が尼め池1こ厄季

　　　　　　　＝’二　訓．「
’るので．、’集落が洪水から守’られます。をれから．、尼め

　　　　　　　　　　　　～’L■…’ユ
池は水生植物や魚、水鳥や昆虫などが厄くさん住む場

　　　　　　　　　’■叩距　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拒＝』

所・ご毛なってし、て．豊かな自然を保っています。



尼’⑨池を守る’

　厄め池を守りつづけるの毛．農業の六肋な仕事です。

　ため泄から流れる水は、自然1こ’緬れてし、る．わけでは

ありません。．水田1こ水が脳曹なとさ1こは、厄・め池から

流れ出る水や、尼め泄に尼まる水の量を、萄日調節し

な1寸ればなりません。

　　　’■■上ヨ　　｛　　　　　古一．「　一」

　土地改瞳区々水利組合’の人たちは、水田1こ水が必曹

な畦1こは、衙日尼め池や咀水路のようすを見まわりま

　　　　　　　　　　　　　　　　　t［、　1詰’’』
す。をして、雇め泄の水を調節し厄り、堤1肪から水が

　　　　　　　　　　　　　　　　1弍　　　　　　　　　　　　　　荊
モ1れてし、なL、か点瞼し雇り、堤■肪．こ生える草を刈っ厄

1、、、lll、ψ励榊肋路のゴミなどを取りのぎさ訊を

■1∴紳ら・剛りが鮒る酬こ1ま、励泄の椛盟ぬ
　　　　　昔三　　　　　　　　　　　　　　占呂

　　　し’、て風ε尼まっ尼泥やゴミを取りのぎきます。者して、

、　　田植’えが脂まる頃まで1こ水を厄めてし、きます。
㎞呼岨嚇古，．

．．．’’．　六変な仕事ですが、ぜひがんばってほしし、ですね。



　　’・＝　　＝由　　　　　　1，l　l

□大沢池｛岩集剛

　　　　　　　　　岩姜田徴膏≡…目会

　　　　　　　　　神目市　百木　與司さん

□仲ノ田た助弛｛郡覇咀〕

　　　　　　　　　副悪田　井上　岳面吉ん

　　　　　　　　　烏囲大学豊掌剖　震学博± 擢方亜産さん

　　　　　　　　　束抽囲土地曲由匡

　　　　　　　　　倉吉市誼菅雷量畳

］夫法堤〔東伯田〕

　　　　　　　　　東伯田勤青彗目会

　　　　　　　　　羽自東小学柚　拮申　博立先生

　　　　　　　　　寅伯田］面田　抽明古ん

□大谷池・柚属池｛犬山咀〕

　　　　　　　　　大苔た曲池土地曲曲匡

　　　　　　　　　柚尾た曲拙土地曲長厘
　　1・■．」　　1「　　　　　　　　■三工「　■■■．

「1示柚池｛夫山田］

　　　　　　　　　大山田勒膏委目会

　　　　　　　　　米子地方島柚幅興眉地封聖臆謂

［画刷≡固一米手市〕

　　　　　　　　　米手市立山眉睡更館　植古　痕目館后

　　　　　　　　　淵手而大高公民睡　瞳聴　僅夫睡長

　　　　　　　　　米手市新姜価さん

［西高眉ダム〔夫栄剛・下蜴雇タム〔肛府田］

　　　　　　　　　中国四国富固局束伯震珪水亭■」串崇所

　　　　　　　　　申国四国畠曲局大山山睡聞拓瞳設事豊所

　　　　　　　　　新目本掴新間杜

r■豆知識
　　　　　　　　　烏囲自朝に親」竈会　眉末　由人芸艮

麟

くこ脇カ壷oがとヨ巴ざいます｝



監　借1烏服県小学枝教育冊究会社会剖会

　　　　青省田立目置省小学柚植長

　　　　烏取市立崔ノ＃小学抽教頭

　　　　若桜田1立若榿小学枝封諭

　　　　気高田J立遥坂小学枝勤誼

　　　　≡朝田立西小掌棟枝長

　　　　赤碕田立曲芙小掌梗教諭

　　　　米手市立加苗小掌掘報諭

　　　　米子市立福生東小学枝謝諭

　　　　烏田±学軸膏地域科学剖附属小掌榿謝諭

措□

金里

山岨

森田

宍戸

清水

中尾

柚浦

当福

邦」剖

干1」明

壷央

和寿

　剛

珀芭

　亘

賢措

　聡

こ肥封二柚］た地囲は一国土地畦開…田垂≡引」よヨ1［んコ荏得て，

同院尭行皿臣石E干分晒1咄冊囲帖1九甘コ在龍埋Lたも田i由乱

伺詔謹号　平r呂捕龍、苗距目・≡・〕

罪　行1平曲14年O月
　　　　鳥服県震＃水産吾膿村誼備課
　　　　一■■r一・’一・、■’血’一．叩■．咄■oH．」帥i岨而≡目i－i冊岨’岬叩「．■1■1lr

企画1礁1烏印県土地曲宙事業団体連台芸
　　　　■r巾1＾1’’1’＾．抽■i1目叩叩oro■』ri■

制　作1有眠会社　アウト・ワツ

印　吊■」1山本印刷排式会社
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